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第５学年外国語科学習指導略案 

西宮市立甲陽園小学校 

指導者 羽渕 弘毅 

ALT  Kyle Adams 

1. 単元名  

台湾のみんなに日本の有名人やキャラクターを紹介しよう (使用教科書：三省堂 Crown Jr. 5) 

2. 単元目標 

第三者のことを伝えるために、簡単な語句や基本的な表現を用いて、その人について紹介することができる。（主

たる領域：話すこと［発表］） 

3. 単元（題材）の評価規準 主たる領域：話すこと［発表］ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

＜知識＞ 

・日本の有名人やキャラクターにつ

いて伝える語句や表現の意味や働

きを理解している。 

＜技能＞ 

・基本的な表現や簡単な語句を用い

て、日本の有名人やキャラクター

について伝える技能を身につけて

いる。 

・伝える事項が複数あるとき、聞き

手に分かりやすく伝わるように複

数あるものの順番を決めたり、選

んだりして、伝えたいことを整理

して話している。 

・伝える事項が複数あるとき、聞き

手に分かりやすく伝わるように複

数あるものの順番を決めたり、選

んだりして、伝えたいことを整理

して話そうとしている。 

4. 単元の指導と評価の計画（全14時間） （ ・ 指導に生かす評価  ○ 記録に残す評価 ） 

時間 学習内容 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

第１次

① 

・ゴールについて知る。 

・見通しをもつ。 

・ゴールを達成するために必要な力を考え

る。 

主・聞き手に分かりやすく伝わるように話そうとしている。（ポ

ートフォリオ） 

第２次 

②〜④ 

・heやsheを用いて第三者を紹介し合う。 

 職業 

知・基本的な表現や簡単な語句を用いて、日本の有名人やキャ

ラクターについて伝える技能を身につけている。（行動観

察） 

第３次 

⑤ 

・台湾の小学生と交流をする。 

・グループで日本の有名人やキャラクター

を紹介する。【中間評価】 

思・伝える事項が複数あるとき、聞き手に分かりやすく伝わる

ように複数あるものの順番を決めたり、選んだりして、伝

えたいことを整理して話している。（行動観察） 

第４次 

⑥ 

・次回の交流に向けて見通しをもつ。 

・必要な力について考える。 

・課題を見つける。 

主・伝える事項が複数あるとき、聞き手に分かりやすく伝わる

ように複数あるものの順番を決めたり、選んだりして、伝

えたいことを整理して話そうとしている。（行動観察、ポー

トフォリオ） 

第５次 

⑦〜⑨ 

・heやsheを用いて第三者を紹介し合う。 

 できること、得意なこと 

知・基本的な表現や簡単な語句を用いて、日本の有名人やキャ

ラクターについて伝える技能を身につけている。（行動観

察） 
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第６次 

⑩ 

・単元の内容に関するペーパーテストに取

り組む。 

知○第三者について伝える語句や表現の意味や働きを理解して

いる。（ペーパーテスト） 

第⑦次 

⑪ 

・台湾の小学生との２度目の交流をする。 

・個人もしくはペアやグループで日本の有

名人やキャラクターを紹介する。【中間評

価】 

思○伝える事項が複数あるとき、聞き手に分かりやすく伝わる

ように複数あるものの順番を決めたり、選んだりして、伝

えたいことを整理して話している。（行動観察） 

第８次 

⑫〜⑭ 

・発表を改善する。 

・パフォーマンス課題に取り組む。 

 教室で発表する。 

 指導者に発表する。 

 教室や自宅で録画・録音する。 

・パフォーマンス課題への取り組みについ

て振り返る。 

思○伝える事項が複数あるとき、聞き手に分かりやすく伝わる

ように複数あるものの順番を決めたり、選んだりして、伝

えたいことを整理して話している。（行動観察、録画） 

主○伝える事項が複数あるとき、聞き手に分かりやすく伝わる

ように複数あるものの順番を決めたり、選んだりして、伝

えたいことを整理して話そうとしている。（行動観察、ポー

トフォリオ） 

※毎時間「記録に残す評価」はしないが、めあてに向けた指導と「指導に生かす評価」を行い、活動させているだけ 

にならないように留意する。 

※パフォーマンス課題は、Microsoft Teamsの「課題」を活用し、原稿やスライドファイル、音声データを指導者と

児童でやりとりしながら単元全時間の中で授業や自宅で取り組む。 

5. 本時の展開（単元12時間目/14時間分） 

（１）本時の目標 

   指導者のモデルを聞くことを通して、発表を聞き手に配慮したものに改善することができる。 

（２）本時の評価規準 

   聞き手に配慮した発表をすることができている。【思考・判断・表現】 

   聞き手に配慮した発表をしようとしている。【主体的に学習に取り組む態度】  

※【主体的に学習に取り組む態度】は【思考・判断・表現】と一体的に評価する。 

（３）本時の判断基準 

十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況(Ｂ) 努力を要する子どもへの支援(Ｃ) 

・異文化交流という視点から、聞き

手に配慮しながら発表している。 

・聞き手に配慮しながら発表してい

る。 

・聞き手に話す機会を与えられそう

な箇所に気づけるように、発表中

に指導者からの質問を入れる。 

（４）本時の学習過程     ●：指導上の留意点  ★：理解の不十分な子どもへの手立て 

○学習活動 

・学習内容 

●指導上の留意点 

★理解の不十分な児童への手立て 

◎評価規準（評価方法） 

○Song 

・曜日の歌を唄う。 

●音が似ている語句を区別できるように、発音が難

しそうな場合は一度止めて確認をする。 

○Story Time 

・Storyを聞き、音声が止められた後の部分を声に出して読む。 

●音と文字が一致できるように、キーとなる語句や

文の直前で音声を止め、続きを言えるところは発

音することを促す。 
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○Enjoy Reading 

・読まれた文を指で追う。 

・指導者の見本を聞き、間違えているところを見つける。 

・リズムよく自力で読む。 

●音と文字が一致できるように、キーワードの直前

で音声を止める。 

●リズムよく読めているか確認するために、個別に

指定した行を読むように促す。 

○Word Chants 

・チャンツのリズムに合わせて、教科を表す語句読む。 

・教科書のイラストを隠して読む。 

●目的意識をもって取り組めるように、チャンツ

を始める前に、What lessons do you have?と尋

ねる。 

○単元のゴールの確認 

・オンライン交流を通して、日本のことをもっと知ってもらうた

めに台湾の先生（友だち）に日本の有名人やキャラクターを紹

介する。 

●目標を確認するために、年度当初に書き込んだフ

ァイルのページを開くように指示する。 

○Small Talk 

・ペアで日本の有名人やキャラクターを紹介する。 

●各ペアの様子を観察し、活動させているだけに

ならないように指導者がペアワークに入る。 

○Teachers’ Talk  

・こまっトークを聞く。 

・指導者の発表を比較し、ワークシートに記述する。 

・キーワードを確認する。 

 説明する、楽しませる、聞き手が参加している 

●児童が聞き手に配慮することへの大切さについ

て気づけるように、指導者が一方的に短く話す

発表と聞き手に話す機会を与えるような発表の

２種類を提示する。意見を交流しながらキーワ

ードを整理する。 

○Activity 1 

・ALTの発表のワザを見つける。 

・ALTの発表音声を聞く。 

・ALTの発表スライドを読む。 

・「ふきだしくん」を使って、ワザの共有をする。 

●フリーライダーが生まれないように、グループで

役割分担を決めることを促す。 

●意見が瞬時に可視化、共有できるように「ふきだし

くん」を使う。全体指導の場面でも、再度「ふきだ

しくん」を提示し、中間指導として活用する。 

○Writing 

・本時のキーフレーズを書き写す。 

 例：This is my friend. 

●キーフレーズを本時以外の場面でも活用できる

ように、変更できる語句にマーカーをつけて提

示する。 

○Activity 2 

・発表にむけての練習をする。 

・友だちにアドバイスをする。 

・自分の発表を改善する。  

・個人、グループやペアで発表や録音をする。 

◎聞き手に配慮しながら発表している。（観察、録

音・録画） 

★聞き手に話す機会を与えられそうな箇所に気づ

けるように、発表中に指導者からの質問を入れ

る。例：What is Kumamon? I don’t know! 

○Reflection 

・ポートフォリオに今日の授業で一番大切だったことや心の

声（授業の感想や質問など）を記述する。 

例：一方的に話すのではなく、台湾のみんなが話す機会をつ

くることが大切だと分かった。 

●記述することだけが目標とならないように、本

時ではどんな活動をして、どんなことを学んだ

かを思い出せるような声かけをする。 
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6. パフォーマンス課題 
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7．指導の実際 

ワークシート 
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Teams「課題」 
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ポートフォリオ 

 

 


